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問　　題

全ての国民の規範意識の醸成は，教育上の重要な課題の一つである。この規範

意識を高めていくためには，家庭教育・学校教育・社会教育の連携協力が不可欠

である。この中で，学校教育における取組の中心となるのは，教師であろう。そ

こで，本研究では，将来，教師の道を目指している教育学部の教員養成課程の学

生に対象を絞り，どのような規範意識をもっているのかを検討していくこととし

た。

次に，規範意識についてみてみる。規範意識に関する調査は，数多くされてい

る。長崎県においては，長崎県教育センターが，平成13年に「長崎県の児童生徒

の社会性・規範意識に関する実態，及び，保護者・教員などの意識を調査し，学

校の教育活動や地域，家庭の教育力の向上・改善に資する。j　ことを目的とした

アンケート調査を行い，平成14年に調査結果をまとめている。

この調査の対象者は，小学生・中学生・高校生・教職員・保護者であり，大学

生は対象となっていない。調査が行われなかった理由の一つとして，大学生には，

長崎県出身でないものがいることや，一人住まいの学生がいることなどが考えら

れる。

そこで，本研究では，先にも述べたように，長崎の大学の教員養成課程の大学

生を対象として調査を行っていくこととした。

目　　的

本研究は，以下のような目的で，研究を行っていくことにした。

第1の目的として，大学生を対象とした社会性・規範意識に関するアンケート

を行い実態を明らかにする。第2の目的として，大学生と，小中高校生，教員，

保護者の社会性・規範意識の相違にづいて検討する。第3の目的として，大学生

の学年間において，社会性・規範意識に，どのような相違があるのかを検討する。

方　　　法

1　調査対象者

N大学教育学部学校教育教員養成課程第1学年～第4学年（591名）を対象と

して行った。回答者の属性をTable１に示した。
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Table 1 回答者の属性(人)

戸十主L， 年 フ回ヨ 女 合計(自宅生 自宅以外)

第1学年 34 101 135 (60 75) 

第2学年 24 89 113 (54 59) 

第3学年 68 111 179 (68 

第4学年 70 94 164 (69 

また，今回の研究において，比較資料として用いる長崎県教育センターのア

ンケートでは，以下のような対象者で調査を実施している。その回答者の属性

をTable2に示した。

Table 2 教育センターの調査における回答者の属性(人)

種 月'J 男 女 合計

小学5年生 549 527 1，076 

中学 2年生 536 539 1，075 

高校 2年生 533 578 1， 111 

教 員 764 484 1，248 

{呆 護 者 402 2，749 3，151 

2 調査時期と手続き

調査は，平成20年1月下旬，大学の講義時間内に集団で実施した o 時間が足

りない場合には，記入が終了した後，回収ボックスに投函してもらったo

調査は，個別記入法で行い，実施時間は，約20分であった。

3 調査内容

長崎県教育センターが，平成13年に実施した社会性・規範意識調査の際に用

いた高校生版と教員版のアンケートをもとに， 42項目からなる質問紙を作成し

た。質問紙の概略は，以下の通りである(詳細は，終末に添付)。

(1) 家庭生活:10項目

O 朝からの「おはよう j のあいさつの有無

O 就寝時間

O 朝食の有無

O 夕食をだれと一緒に食べているのか

O 講義終了後の主な時間の使い方

O 家の人が，どのような内容のことをよく注意するのか

O 家の人への要望

O 保護者を尊敬する点

O 現在の小中学生の保護者のしつけ
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O しつけについて危倶する点

(2) 大学生活 4項目

O 大学生活は楽しいか

O 大学生活の満足している点

O 大学生活の不満足な点

O よい先生とはどのような先生か

(3) 人間関係 4項目

O 友達の数

O 友達は，どのような人か

O 友達がいない理由

O 心から話せる人とは どのような人か

(4) 社会生活:18項目

O メールのやりとりについて 1

O メーノレのやりとりについて 2

O 現在住んでいる場所の魅力

O 今後，どのような場所に住みたいか

O これまでのボランティア参加の形態

O ボランティアに興味があるかどうか

O ボランティアをする目的

O 自分の生き方

O 自分で充実感を味わうことのできる場面

O 何かあったとき，まわりの大人は注意しているか

O 地域の人々とどのような接し方をしているのか

O 地域社会の問題点

O 青少年の考え方や行動で優れている面

O 青少年の考え方や行動で憂慮すべき点

o 21世紀に身に付けておかなければならない資質
O 青少年の望ましい成長・発達を支えていくための取り組み

O 情報機器・情報サービスの普及・使用により青少年にプラスとなること

O 情報機器・情報サーピスの普及・使用により青少年にマイナスとなること

(5) 規範意識 3項目

O 高校生までの子どもたちが，以下のような行動をとったときの感じ方

髪を染めている

ピアスをあけている
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ズボンやスカートを決められたとおりにしていない

校庭や廊下にゴミを捨てる

学校でガムやお菓子を食べる

学校をさぼる

掃除をさぼる

O 講義中の態度についての感じ方

ノートなどを出さない

注意されてもおしゃべりをやめない

友だちの発言を笑ったりなじったりする

先生の注意に反抗する

先生の指示や質問を無視する

教室内を立ち歩く

無断でトイレに行く

まんがや小説などを読む

CDなどの音楽を聴く

O 中学生や高校生の行動に対する感じ方

自分の部屋でたばこをすう

自分の家で活を飲む

アダルトビデオを見る

車やバイクの無免許運転をする

保護者に無断で外泊する

人に暴力をふるう

友だちにお金や品物を強要する

万引きをする

夜遅く外を出歩く

ナイフを持ち歩く

援助交際をする

自転車の二人乗りをする

他人の自転車を無断で使用する

他人の傘を無断で使う

ジュースの空き缶等を道路に放置する

電車の通路や道路にべた座りする

電車やパスでお年寄りに席をゆずらない

薬物(シンナー等)を使用する

(6) 属性 3項目

O 性別

O 学年

O 通学の仕方(自宅，自宅以外)
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結果

1 アンケート結果

大学生全体のアンケートを集計した結果は，以下のとおりである。数値は，

割合(%)，及び，順位で示している。

(1) 家庭生活

質 間 項 目 回 答 比率|

朝からの[おはよう j のあいさつの有無 ほとんど毎日する 78% 

時々する 16% 

あまりしない 5% 

まったくしない 1% 

就寝時間 午後 9時前 1% 

午後10時頃 1% I 

午後11時頃 30/0 

午前 O時頃 20% 

午前1時頃 25% I 

午前1時以降 31% I 

きまっていない 18% 

朝食の有無 毎日食べる 40% I 

だいたい毎日食べる 33% 

ほとんど食べない 22% 

食べない 5% 

夕食をだれと一緒に食べているのか 親・兄弟・恋人 40% 

祖父母・親戚 1% 

自分一人 48% 

友人 8% 

その他 3% 

講義終了後，主にどのようなことに時間 学習 19% 

を使っているか アルバイト 27% 

テレビや漫画 10% 

音楽 4% 

友達と一緒 12% 

ゲーム 2% 

サークノレ 16% 

家の手伝いなど 1% 

ただぼんやりしている 9% 

コ砂オ~1Iご管コt‘ 1% 

家の人が，どのような内容のことをよく 勉強について 21% 

注意するのか 言葉遣いについて 28% 

-27-



(よく注意する十 時々注意する割合) 服装・髪型・装飾品 25% 

礼儀作法について 47% 

片付け・整理整頓 70yo J 
家の手伝い 48% I 

帰宅時間 31% 

友達とのつきあい方 10% 

異性との交際 16% i 

人に迷惑をかけないようにすること 54% 

ものを大切にすること 50% 

交通安全など自分の身を守ること 59010 

家の人へ，もっとこうしてほ 1進路や職業について相談相手になってほしい

しいという要望 2細かなところまで干渉しないでほしい

(上位3項目) 3よいことをした時は，ほめたり認めたりしてほしい

保護者を尊敬する点 1家族のために一生けんめい働いているところ

(上位3項目) 2 子どものことを大切にしてくれるところ

3 家庭を明るい雰囲気にしてくれるところ

現在の小中学生の保護者のしつけ あまりされていない 38% 

どちらかというとされていない 51% 

どちらともいえない 4% 

どちらかというとされている 4% 

されている 2% 

しつけについて危倶する点 1親自身がマナーやエチケットを十分身につけていないから

(上位3項目) 2学校まかせの親が増えているから

3祖父母が家庭でのしつけに携わらなくなっているから

(2) 大学生活

質 問 項 目 回 費ド支事 比率

大学生活は楽しいか 楽しい 47% 

だいたい楽しい 44% 

あまり楽しくない 6% 

楽しくない 2% 

大学生活に満足な点 1友達がいる

(上位3項目) 2 部活動などが楽しい

3 ゼミの雰囲気がよい

大学生活の不満足な点 1施設や設備が十分でない

(上位3項目) 2 授業の内容がよくわからない

3 先生と気が合わない

よい先生とはどのような先生 1熱心に指導してくれる先生
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なのか 21授業がわかりやすい先生
(上位3項目) 31気持ちを分かつてくれる先生

(3) 人間関係

質 間 項 ロ 回 答 比率

友達の数 たくさんいる 62% 

少しいる 38% 

いない 1% I 

友達はどのような人か 1気が合う

(上位3項目) 2 闘ったときに相談にのってくれる

3 自分にないところがある

友達がいない理由 つきあいたい人がまわりにいない:1人

友達はほしいができない:1人

心から話せる人とは，どのよ 1友達

うな人か 2 親

(上位3項目) 3 兄弟姉妹

(4) 社会生活

質 間 項 自 回 悠ι3 比率 l
メールのやりとり メールをしたことがある:590人

メールをしたことがない:1人

見知らぬ人とのメー/レのやりとりがある メールのやりとりがある 59010 

かどうか メールのやりとりがない 41% 

現在住んでいる場所の魅力 1生活が便利である

(上位3項目) 2 安全に暮らせる

3 のんびりしている

今後， どのような場所に住み l出身地

たいか 2今住んでいる市町村

(上位3項目) 3県外

ボランティア参加の有無(参加したこと 老人ホームや病院など施設への訪問 85% 

がある割合) 障害がある，人への支援や保育などの活動 850/0 

道路，公園，海岸などの清掃 85% 

古紙やアルミ缶などのりサイクル運動 68% 

地域の伝統行事 82% 

キャンプなどの自然生活体験 95%) 

ボランティアに興味があるか ある 40% 

少しある 44% 

ほとんどない 13% 
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|考えたことがない I 30/0 I 
ボランティアをする目的につ 1いろいろな人と出会いたいから

いて 2 困っている人の手助けをしたいから

(上位3項目) 3 新しい技術や知識を身に付けたいから

自分の生き方について大切だ 1家庭や家族を大事にして生きたい

と，思うこと 2 知鼠や教義を身につけ，精神的に豊かな生活をおくりたい

(上位3項目) 3 その日その日を楽しく生きたい

自分で充実感を味わうことの 1友だちゃ仲間といるとき

できる場面 2 スポーツや趣味に打ち込んでいるとき

(上位3項目) 3 家族といるとき

何かあったとき，まわりの大人は注意し よく注意する 31% 

ているか 時々注意する 58% 

見ても注意しない 11 % 

地域の人々とどのような接し 1道であったとき声をかけたり，あいさつをしたりする

方をしているのか 2 子どもたちのボランティア活動の指導や支援をしている i

(上位3項目) 3 地域の人と一緒になって活動をしている|

地域社会の問題点について 1よその家の子どもをしからなくなった

(上位3項目) 2 隣近所に無関心な人が増えた

3 地域での活動やイベントなどに無関心な人が培えた

青少年の考え方や行動で優れてい 1情報機器などへの対応が早い

る面 2 現実的である

(上位3項目) 3 自由にのびのびと振るまえる

青少年の考え方や行動で憂慮すべ 1自己中心的な考えや行動が多い

き点 2 忍耐力がない，我慢ができない

(上位3項目) 3 ぜいたくを好み ものを大切にしない

21世紀に身に付けておかなければ 1責任感

ならない資質 2 思いやり

(上位3項目) 3 忍耐力

青少年の望ましい成長・発達を支 1家庭でのしつけや教育の大切さについての啓発

えていくための取り組み 2 地域での青少年の居場所づくり

(上位3項目) 3 青少年の悩みについての相談窓口の充実

情報機器・情報サービスの普及・ 1さまざまな情報が容易に得られ，視野が広がる

使用により青少年にプラスとなる 2 国を越えたコミュニケーションにより国際理解が深まる|

こと (上位3項目) 3 手軽にサービスが利用でき，生活が便利になる

情報機器・情報サービスの普及・ l 人とふれあう機会の減少，コミュニケーションが下手になる

使用により青少年にマイナスとな 2 有害な情報の入手，非行が増える

ること (上位3項目) 3 悪用されたり誤って使われたりして被害を受ける|
Lー一一一ー 一一ー一ーーー 一一一一一ー
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(5) 規範意識

質 間 項 目 回 夕ι立」 比率

高校生までの子どもたちが，以下のよう 髪を染めている 59i}b 

な行動をとったときの感じ方(rとても ピアスをあけている 69% 

嫌な感じがするJ+ rかなり嫌な感じが ズボンやスカートの校則違反 38% 
する j の割合) 校庭や廊下にゴミを捨てる 98% 

学校でガムやお菓子を食べる 58% 

学校をさぼる 68% 

掃除をさぼる 77% 

講義中の態度についての感じ方 (rとても悪 ノートなどを出さない 59% 

いJ+ rかなり悪いj の割合) 注意されてもおしゃべりをやめない 98% 

友だちの発言を笑ったりなじったりする 91 % 

先生の注意に反抗する 78% 

先生の指示や質問を無視する 93% 

教室内を立ち歩く 91% 

無断でトイレに行く 39% 

まんがや小説などを読む 60% 

CDなどの音楽を聴く 76% 

中学生や高校生の行動に対する感じ方(と 自分の部屋でたばこをすう 82% 

ても悪い十かなり悪いの割合) 自分の家で酒を飲む 61% 

アダルトビデオを見る 130/0 

車やバイクの無免許運転をする 97% 

保護者に無断で外泊する 74% 

人に暴力をふるう 98% 

友だちにお金や品物を強要する 99% I 

万引きをする 99% 

夜遅く外を出歩く 66% 

ナイフを持ち歩く 96% 

援助交際をする 95% 1 

自転車の二人乗りをする 30% 

他人の自転車を無断で使用する 95% 

他人の傘を無断で使う 87% 

ジュースの空き缶等を道路に放匠ずる 95% 

電車の通路や道路にべた座りする 83% 

電車やパスでお年寄りに僚をゆずらない 82% 

薬物(シンナー等)を使用する 98% 
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2 小中高校生，教員，保護者と大学生の結果の比較

長崎県教育センターが平成13年に実施した調査結果の中から，小中高校生，

教員，保護者のデータをもとに，本研究で行った大学生の調査結果と比較した口

39の質問項目(属性3項目をのぞく)のうち，有意差がみられたものや項目

間に関連がみられるものなどを抽出した。結果は，以下のとおりである。

(1) 家庭生活

O 朝からの fおはよう j のあいさつの有無

朝のあいさつについては，小中高校生と大学生の差を χ2検定した結果，

1%水準で有意差がみられた。

Fig. 1 あいさつの有無

弱からのあいさつ

小中高校生

大学生

。弛 20事 40覧 60覧 80~ 100覧

O 家の人への要望

家の人にしてほしいことにおいて，選択された上位3項目は，以下のと

おりであった。

中高校生 大学生

1細かなととろまで干渉しないでほ 進路や職業について相談相手にな

しい ってほしい

2 勉強のことばかり言わないでほし 細かなところまで干渉しないでほ

し、 しい

3 よいことをした時は，ほめたり認 よいことをした時は，ほめたり認、

めたりしてほしい めたりしてほしい

また，大学生より中高校生において割合の高かった項目は r勉強のこ

とばかり言わないでほしいJ，r他の兄弟姉妹と比べたり，不公平な扱い

をしないでほしいj であった。

逆に，中高校生より大学生の割合が高かった項目は r自分が因ってい

るときに相談にのってほししリ r自分の話をよく聞き，自分のことを理
解してほしいj であった。

O 現在の小中学生の保護者のしつけ

家庭のしつけがあまりされていないという意見に対しては， rそう思う J

+ rどちらかといえばそう思う Jは教員94弘，大学生89弘，保護者は78犯で
あった。検定の結果，有意差はみられず，大学生の考えは，教員・保護者
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と同じ傾向にあるといえる。

O しつけについて危倶する点

保護者・教員と大学生の差について， χ2検定をした結果 r親が多忙
で， しつけに手がまわらないからj の項目以外は，有意差はみられなかっ

た。大学生の考えは，教員・保護者とほぼ同じ傾向にあるといえる。

大学生

教員

保護者

。% 20混 40% 

(2) 大学生活

O 大学生活の不満足な点

60% 80% 100% 

ロ①学校佳せ

回@しつけに意欲がない

ロ窃祖父母の関わり

ロ@親のマナー

・@近所の協力

ロ@親子関係

図⑦親が多忙

ロ⑮わからない

学校生活に感じる不満な点について，選択された上位3項目は以下のと

おりであった。

小中高校生 大学生

1きまりがきびしい 施設設備が十分でない

2 嫌いな行事がある 授業内容がよく分からない

3 授業内容がよく分からない 先生と気が合わない

O よい先生とはどのような先生か

よい先生はどのような先生かについて，選択された上位3項目は以下の

とおりであった。

小中高校生 大学生

1明るく楽しい先生 熱心に指導してくれる先生

2気持ちをわかってくれる先生 授業がわかりやすい先生

3授業がわかりやすい先生 気持ちをわかってくれる先生

(3) 人間関係

O 友だちは，どのような人か

友だちがどのような様子なのかについて，選択された上位3項目は以下

のとおりであった。

小中高校生 大学生

1気が合う 気が合う

2おもしろい 相談にのってくれる

3相談にのってくれる 自分にないところがある
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O 心から話せる人とは，どのような人か

心から話せる人がどのような人なのかについて，選択された上位3項目

は以下のとおりであった。

小中高校生 大学生

1友だち 友だち

2 親 親

3 兄弟姉妹 兄弟姉妹

(4) 社会生活

O 現在住んでいる場所の魅力

現在住んでいる場所の魅力について，選択された上位3項目は，以下の

とおりであった。

中高校生 大学生

1自然にめぐまれている 生活が使利である

2 のんびりしている のんびりしている

3 安全に暮らせる 安全に暮らせる

O これまでのボランティア参加の形態

参加経験は，小中高等学校，大学と学年が上がるにつれて増加している。

また，ボランティア活動に自ら進んで参加した割合も大学生が高い。

高校生と大学生の参加の仕方について r自分から進んで参加したj 十
f他の人に誘われて参加したj について， χ2検定した結果，以下の2項目

において， 1%水準で有意差がみられた。

地域の伝統行事

キャンプなどの自然生活体験

O ボランティアに興味があるかどうか

ボランティアに対する興味について，大学生と小中高校生の差について，

χ2検定した結果 rボランティアに興味がある+少しある j の割合が，

大学生において高く， 1%水準で有意差がみられた (Fig. 2) 0 

Fig. 2 ボランティアに対する興味

材調娃

完投

。見 ::u臨 40':地 00.品 w，民 1αE拡
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O 自分の生き方について

自分の生き方について 中高校生と大学生の差について， χ2検定した

結果， r家庭や家族を大事にして生きる jを選択した大学生の割合が高く，

1%水準で有意差がみられた。逆に rその日その日を楽しく生きる j は，

中高校生が選択した割合が高く， 1%水準で有意差がみられた。

保護者・教員と大学生の差について， χ2検定した結果知識や教養

を身につけ，精神的に豊かな生活をおくりたいj の割合が，保護者・教員

において高く， 1%水準で有意差がみられた。

O 地域の人々とどのような接し方をしているのか

地域の人との接し方について，選択された上位3項目は，以下のとおり

であった。

教員 大学生

1道であったとき声をかけたり，あ 道であったとき声をかけたり，あl

いさつをしたりする いさつをしたりする

2 悪いことをしていることに気づい 地域の子どもたちとのかかわりは|

たとき，注意したり，叱ったりし ほとんどない

ている

3 地域の子どもたちとのかかわりほ 子どもたちのボランティア活動の

とんどない 指導や支援をしている

O 青少年の考え方や行動で憂慮すべき点

青少年の考え方や行動で憂慮すべき点について，選択された上位3項目

は，以下のとおりであった。

教員・保護者 大学生

1自己中心的な考えや行動が多い 自己中心的な考えや行動が多い

2 忍耐力がない，我慢ができない 社会的なルールを守らない

3自分の感情や欲望をうまくコント 忍耐力がない，我慢ができない

ロールができない
」 一一

(5) 規範意識

O 高校生までの子どもたちの行動に対する感じ方

小中高校生と大学生の fとても嫌な感じがするJ+ rかなり嫌な感じが
する j の差について， χ2検定した結果，以下の3項目において， 1%水準

で有意差がみられた。

髪を染めている(小中高校生67%>大学生41%) 

ピアスをあけている(小中高校生35%<大学生69%)

ズボンやスカートを決められたとおりにしていない

(小中高校生17o/cJ<大学生38%)

O 講義中の態度についての感じ方
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小中高校生と大学生の fとても嫌な感じがする J+ rかなり嫌な感じが
する Jの差について， χ2検定した結果，以下の項目において， 1%水準で

有意差がみられた。

無断でトイレに行く(小中高校生83%>大学生39%)

O 中学生や高校生の行動に対する感じ方

中高校生と大学生の fとても嫌な感じがするJ+ rかなり嫌な感じがす
るj の差について， χ2検定した結果，以下の項目において， 1%水準で有

意差がみられた。

アダ‘ルトビデオを見る(中高校生40%>大学生13%)

3 大学生の学年間の結果の比較

39の質問項目(属性の3項目を除く)において，学年間で，回答に，大きな

差異は認められなかった。また，差があった項目についての関連性を見出すこ

とができなかったo

そこで，大学1・2年生と 3・4年生を比較することにした。結果は，以下の

とおりである o

(1) 家庭生活

講義終了後の時間の使い方について， 1.2年生と 3・4年生の間に，差が認

められたものは，以下の2つであった o

アルバイト

学習

(2) 大学生活

1・2年生 3・4年生

35% 

8% 

22% 

27% 

大学生活に関する4項目において，学年間に有意差はみられなかった o

(3) 人間関係

人間関係に関する4項目において，学年間に有意差はみられなかった o

(4) 社会生活

社会生活に関する 18項目において，学年間に有意差はみられなかった。

(5) 規範意識

規範意識に関する3項目において，学年間に有意差はみられなかった。

考察

調査結果を受けて，大学生の全体的傾向，社会性・規範意識について，学年間

の相違について考察する白
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1 全体的傾向について

今回の調査で明らかになったことの一つは，教員養成課程の大学生が，家族

や親との関係をとても大切にしているということである。そのことは，以下の

ような回答の状況から理解できる。

O 自分の生き方についての質問において， r家庭や家族を大事にして生きる」
を選ぶ学生が一番多い。

O 充実感を感じるときの3番目に r家族といるときj があげられている。
O 相談相手として，保護者がしめる割合が高い。

O 保護者への要望の中で r自分が困っているとき相談にのってほしいJr自
分の話をよく聞き，自分のことを理解してほしいj の2項目を選択する割合

が高い。

これらのことは，大学生になり，自宅以外から通学をしたり，アルバイトな

どをしたりすることで，生活のさまざまな場面において，一人ひとりが生活の

主体者として意識する場面が多くなってきていることと関連していると考えら

れる。

また，人生の方向性を決める進路選択など，自己決定をする場面において，

家族・親の意見を参考にし，解決しようとしていると考えられる口

つまり，高校生時までは，家族や親と一緒に決定していたことを，大学生に

なると自分で決定しなければならない状況がうまれ，ものの見方や考え方の視

点が，小中高校生とは異なってきたといえる。

次に，大学生の友だち観についてみると，選択率の高い回答は r図ったと

きに相談にのってくれるJr自分にないものをもっている jが挙げられている o

このことより，大学生は，自己決定場面などにおいては，家族・親だけでな

く，友だちに相談しながら，判断していこうとしているといえる o

2 社会性・規範意識について

社会性に関する質問項目の結果をみてみると，

O 地域の人と f道であったとき声をかけたり，あいさつをしたりする j とい

う回答が大学生に多い。

or朝のあいさつj の有無についても，小中高校生に比べて 大学生は94%
と高い。

O ボランティア活動へ自らすすんで参加しようとする割合が高い白

O 現在の青少年の憂慮すべき点や家庭のしつけについての質問において，大

学生と教員を比較してた場合に，差がみられない。

上記のことの背景として，本研究の調査対象が教育学部の学生であるため，

すべての学生が学習支援や野外体験活動，教育実習等を通して，小中学生と関

わる機会が多くある。そのことで，大人としての視点をもって判断する機会を



得ることができ，社会性も高まってきたのではないかと考える。また，そのよ

うな活動を通じて，社会を形成する一員としての自覚を高めていると考えられ

る。

規範意識に関する質問項目の結果をみてみると，

O 高校生までの子どもたちの行動や態度についての質問の多くの項目におい

て，大学生は，教員・保護者と高校生の中間に位置している。

つまり，大学生は，教員・保護者の考え方に近づきつつあるといえる。

3 大学生の学年間の相違

大学生の学年間の調査結果において，有意差がみられた項目は，講義終了後

の時間の使い方であった白 1・2年生では「アルバイト j と 3・4年生では「学

習j という回答が多かったことから 3年生以降 r学習j に対する意識が高

くなることが考えられる。もしくは，就職に向けて何らかの取組を始めたと考

えられる。

他の項目においては，差がみられず，関連性もなかった。このことより，大

学生になると，客観的な立場で物事を判断することができ，また年齢的に自己

が確立されていることで，学年があがっても意識の変容は少ないと考えられる。

課題

今回の調査では，長崎県教育センターが作成したアンケートをもとに，大学生

版質問紙を作成した。この時点で，大学生の背景を多面的に考えて，質問紙を作

成する必要があったと考える o

また，本研究では，一大学の教育学部教員養成課程の大学生という狭い範囲の

調査を行っている O そのため，今回の調査結果が，一般的な大学生の社会性・規

範意識であるということはいえないであろう D 今後，他の学部・大学での調査を

することで，大学生一般の社会性・規範意識について知ることができると考える o

さらに，今回の研究では，所在が長崎県にある大学の大学生を対象に調査を行

ったが，長崎に住んでいるということと長崎県出身であるということの関連につ

いては，調査していない。そのため，長崎県教育センターのデータと単純に比較

することについては，問題を残す形となってしまったことも，今後の課題である白
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楽
し
い
③
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
骨
楽
し
く
な
い

13 
大
学
生
活
で
あ
な
た
が
満
足
し
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
点
で
す
か
e
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん

で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
授
業
が
よ
く
わ
か
る
②
生
徒
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
窃
施
設
や
設
備
が
よ
い

窃
先
生
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
⑤
友
だ
ち
が
い
る

器
部
活
動
が
楽
し
い

⑦
 
ゼ
、
ミ
な
ど
の
雰
囲
気
が
よ
い
@
 
学
校
行
事
が
楽
し
い

(s) 
特
に
な
い

14 
あ
な
た
が
大
学
生
活
で
不
満
に
思
っ
て
い
る
の
は
，
ど
う
い
う
点
で
す
か
e
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ

て
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
@

①
授
業
の
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
母
き
ま
り
が
き
び
し
い
③
施
設
や
設
備
が
十
分
で
な
い

-
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④
 
先
生
と
気
が
合
わ
な
い

⑤
 
友
だ
ち
が
で
き
な
い
⑤
部
活
動
が
き
び
し
い

⑦
 
ゼ
ミ
え
:t
g
の
雰
囲
気
が
会
わ
え
た
い
⑨
 
嫌
い
な
特
主
主
が
あ
る
⑨
 
い
じ
め
ら
れ
る

@
 
特
に
な
い

15 
あ
な
た
に
と
っ
て
，
よ
い
先
生
と
は
ど
ん
な
先
生
で
す
か
a
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
三
つ
ま
で
選
ん
で
，

番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
 
明
る
く
楽
し
い
先
生

@
 
お
こ
ら
な
い
先
生

⑤
 
授
業
が
わ
か
り
や
す
い
先
生

合
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
先
生

窃
約
束
を
守
る
先
生

⑪
 
熱
心
に
持
i草
し
て
く
れ
る
先
生

③
 
悪
い
と
き
は
き
び
し
く
し
か
つ
て
く
れ
る
先
生

@
 
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
先
生

⑤
 
悩
み
の
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
先
生

⑨
 
分
け
へ
だ
て
を
し
な
い
先
生

@l 
よ
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
ほ
め
て
く
れ
る
先
生

16 
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
，
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
ー
あ
て

は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

(
①
と
て
も
嫌
な
感
じ
が
す
る
，
②
か
な
り
嫌
な
感
じ
が
す
る
，
③
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い
，
③
全
く
気
に
な
ら
な
い
)

あ
髪
を
染
め
て
い
る

い
ピ
ア
ス
を
あ
け
て
い
る

う
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
た
と
お
り
に
し
て
い
な
い
。

え
校
庭
や
廊
下
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る

お
学
校
で
ガ
ム
や
お
菓
子
を
食
べ
る

か
学
校
を
さ
ぼ
る

き
掃
除
を
さ
ぼ
る

17
講
義
中
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
，
一
般
的
に
，
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
e
そ
れ
ぞ
れ
あ
て

は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
L
、。

(
①
と
て
も
悪
い
，
②
か
な
り
悪
い
，
③
あ
ま
り
悪
く
な
い
，
@
)
全
く
感
く
な
い
)

あ
ノ
ー
ト
な
ど
を
出
さ
な
い

い
注
意
さ
れ
て
も
お
し
ゃ
べ
り
を
や
め
な
い

う
友
だ
ち
の
発
雷
を
笑
っ
た
り
な
じ
っ
た
り
す
る

え
先
生
の
、
注
意
に
反
抗
す
る

お
先
生
の
指
示
や
質
問
を
無
視
す
る

か
教
宣
内
を
立
ち
歩
く

き
無
断
で
ト
イ
レ
に
行
く

く
ま
ん
が
や
小
説
な
ど
を
読
む

け
C
D
な
ど
の
音
楽
を
聴
く

1
8
 
あ
な
た
は
友
遊
が
L
、
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
替
え
て
く
だ
さ
い
争

①
た
く
さ
ん
い
る

②
少
し
い
る

昏
い
な
い

1
9
 
18
で
①
ま
た
は
⑤
と
答
え
た
人
に
聞
き
ま
す
号
友
だ
ち
は
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
三
つ
ま
で
選
ん

で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
n

①
気
が
合
う

②
 
湾
え
が
似
て
い
る
@
 
た
よ
り
に
な
る
④
尊
敬
で
き
る

-
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⑤
 
趣
味
が
同
じ
@
 
お
も
し
ろ
い
⑦
 
自
分
の
ま
ち
が
い
を
教
え
て
く
れ
る

@
 
自
分
に
念
ぃ
k
と
ろ
が
あ
る
@
 
由
っ
た
k
き
相
談
に
の
っ
マ
〈
れ
る

2
0
 
1
8
で
③
と
答
え
た
人
に
聞
き
ま
す
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
舎

①
 
友
だ
ち
は
ほ
し
い
が
，
つ
き
あ
い
た
い
人
が
ま
わ
り
に
い
な
い

@
友
だ
ち
は
ほ
し
い
が
，
で
き
な
い

窃
友
だ
ち
は
い
ら
な
い

21 
あ
な
た
は
，
誰
か
と
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん

で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
 
あ
る

②
 
な
い

22 
21
で
「
あ
る
」
と
容
え
た
人
に
聞
き
ま
す
e
あ
な
た
は
，
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
a
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
あ
る

岳
な
い

23 
あ
な
た
は
，
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
近
い

も
の
を
三
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
窃

①
 
生
活
が
便
利
で
あ
る

②
 
人
の
気
持
ち
が
あ
た
た
か
い

⑤
 
の
ん
び
り
し
て
い
る

③
娯
楽
施
設
(
映
画
館
や
遊
園
地
な
ど
)
や
遊
び
場
が
あ
る

⑤
 
文
化
施
設
(
図
書
館
や
美
術
館
な
ど
)
が
あ
る

@
 
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る

⑦
 
よ
い
学
校
や
仕
事
が
多
い
⑤
活
気
が
あ
る

@
 
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る

⑬
 
安
全
に
暮
ら
せ
る

⑪
 
友
達
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
@
家
賃
が
安
い

@
特
に
な
い

24 
あ
な
た
は
，
社
会
人
に
な
っ
た
時
，
ど
こ
で
暮
ら
し
た
い
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん

で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
今
住
ん
で
い
る
市
町
村
②
県
内
の
他
の
市
町
村
岱
県
外
④
出
身
地
@
外
国

2
5
 
あ
な
た
は
，
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
も
の
を

一
つ
選
ん
で
番
号
で
替
え
て
く
だ
さ
い
。
(
た
だ
し
，
2
回
以
上
参
加
し
た
場
合
は
，
答
え
が
ふ
え
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
0)

(① 
自
分
か
ら
進
ん
で
参
加
し
た
，
②
 
他
の
人
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た

哲
学
校
の
按
識
や
行
事
な
ど
の
地
域
活
動
と
し
て
参
加
し
た
@
参
加
し
た
こ
と
は
な
し
、
)

あ
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど
施
設
へ
の
訪
問

い
陣
容
が
あ
る
人
へ
の
支
i震
や
保
育
な
ど
の
活
動

う
道
路
，
公
園
，
海
岸
な
ど
の
清
掃

え
古
紙
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

お
地
域
の
伝
統
行
事

か
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
自
然
生
活
体
験

26 
あ
な
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で

答
え
て
く
だ
さ
い
号

①
あ
る
@
少
し
あ
る
母)
ほ
と
ん
ど
な
い
③
考
え
た
こ
と
が
な
い

2
7
 
2
6
で
①
ま
た
は
②
と
答
え
た
人
に
聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
，
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て

は
ま
る
も
の
を
三
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
・
で
答
え
て
く
だ
さ
い
e
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@
 
地
域
や
社
会
を
よ
く
し
た
い
か
ら

②
 
因
っ
て
い
る
人
の
手
助
け
を
し
た
し
、
か
ら

@
 
析
し
い
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
た
し
、
か
ら
④
 
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
発
見
し
た
し
、
か
ら

⑤
 
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
た
し
、
か
ら

⑤
 
進
学
，
就
職
な
ど
で
有
利
に
な
る
か
ら

⑦
 
自
臨
時
間
を
有
効
に
使
い
た
い
か
ら

③
 
周
り
の
人
が
や
っ
て
い
る
か
ら

@
 
達
成
感
や
満
足
l惑
を
あ
じ
わ
い
た
い
か
ら

2
8
 
あ
な
た
が
，
心
か
ら
話
せ
る
の
は
だ
れ
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
，
番
号
で
答

え
て
く
だ
さ
い
.
，

CD
規
@
兄
弟
姉
妹
@
坦
父
母
④
親
戚
の
人
骨
友
達

恐
ゼ
ミ
の
先
主

⑦
 
ゼ
ミ
以
外
の
大
学
の
先
生
@
大
学
の
先
生
以
外
の
先
生

還}
そ
の
他
の
人

@J 
だ
れ
も
い
な
い

2
9
 
人
の
生
き
方
に
つ
い
て
，
い
ろ
い
ろ
な
i考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
，
あ
な
た
の
考
え
方
に
最
も
近
い
も
の
を
，
次
の

中
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
争

(
D
 
よ
い
成
績
を
あ
げ
て
，
高
い
地
位
や
評
価
を
待
た
い
②
 
糧
法
的
に
ゆ
た
か
に
な
り
た
い

③
 
家
庭
や
家
扶
を
大
事
に
し
て
生
き
た
い

@
 
社
会
や
他
の
人
々
の
た
め
に
つ
く
し
た
い

さ D
自
分
の
趣
味
を
大
切
に
し
て
生
き
た
い

⑤
 
そ
の
日
そ
の
日
を
楽
し
く
生
き
た
い

⑦
 
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
，
精
神
的
に
ゆ
た
か
な
生
活
を
お
く
り
た
い

3
0
あ
な
た
は
，
ど
ん
な
と
き
に
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
，

番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
 
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
る
と
き
②
勉
強
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
き

③
 
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
き
③
 
家
族
と
い
る
と
き

⑤
 
友
だ
ち
ゃ
仲
間
と
い
る
と
き

⑤
 
親
し
い
異
性
と
い
る
と
き

⑦
 
他
人
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
，
一
人
で
い
る
と
き
⑤
 
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
と
き

⑤
 
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い

31 
あ
な
た
た
ち
が
惑
い
こ
と
や
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
し
た
と
き
，
ま
わ
り
の
大
人
は
法
意
し
ま
す
か
q
次
の
中
か

ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
号

①
よ
く
注
意
す
る

窃
時
々
注
意
す
る

@
見
て
も
注
意
し
な
い

32 
中
学
生
や
高
校
生
が
，
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
，
あ
な
た
は
ど
の
程
度
悪
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
ョ

次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
，
番
号
で
替
え
て
く
だ
さ
い
a

(u) 
と
て
も
悪
い
.
@
 
か
な
り
思
い
窃
あ
ま
り
悪
く
な
い
，
③
 
全
く
悪
く
な
い
)

あ
自
分
の
部
屋
で
た
ば
こ
を
す
う

い
自
分
の
家
で
沼
を
飲
む

う
ア
ダ
ル
ト
ピ
デ
オ
を
見
る

え
車
や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
を
す
る

お
保
護
者
に
無
断
で
外
泊
す
る

か
人
に
暴
力
を
ふ
る
う

き
友
だ
ち
に
お
金
や
品
物
を
強
要
す
る

く
万
引
き
を
す
る

け
夜
遅
く
外
を
出
歩
く

.
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こ
ナ
イ
フ
を
持
ち
歩
く

さ
援
助
交
際
を
す
る

し
自
転
車
の
二
人
乗
り
を
す
る

す
他
人
の
自
転
泡
を
無
断
で
使
用
す
る

せ
他
人
の
傘
を
無
断
で
使
う

そ
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶
等
を
道
路
に
放
置
す
る

た
電
車
の
通
路
や
道
路
に
ペ
た
座
り
す
る

ち
電
車
や
パ
ス
で
お
年
寄
り
に
席
を
ゆ
ず
ら
な
い

つ
薬
物
(
シ
ン
ナ
ー
等
)
を
使
用
す
る

33 
最
近
，
家
庭
で
の
し
つ
け
が
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
，
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
い

ま
ず
治
、
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

d
う
そ
う
思
う

@
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う

③
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い

④
 
そ
う
思
わ
な
い

窃
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

34 
33
で
①
，
ま
た
は
，
②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
と
答
え
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
。
家
庭
で
の
し
つ
け
が
あ

ま
り
さ
れ
て
い
な
い
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
，
番
号
で

答
え
て
く
だ
さ
い
奇

①
 
学
校
ま
か
せ
の
親
が
増
え
て
い
る
か
ら

②
 
し
つ
け
に
意
欲
を
持
た
な
い
親
が
増
え
て
い
る
か
ら

③
 
祖
父
母
が
家
庭
で
の
し
つ
け
に
携
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら

④
親
自
身
が
マ
ナ
ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
十
分
身
に
つ
け
て
い
な
い
か
ら

⑤
 
家
庭
で
の
し
つ
け
に
，
隣
近
所
の
協
力
が
減
っ
て
い
る
か
ら

@
 
親
子
が
対
等
で
あ
る
と
い
う
風
潮
が
広
ま
っ
て
い
る
か
ら

⑦
 
親
が
多
f亡
で
，
し
つ
け
に
手
が
ま
わ
ら
な
し
、
か
ら

(
寄
わ
か
ら
な
い

35 
あ
な
た
は
，
普
段
、
地
域
に
い
る
周
囲
の
人
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は

ま
る
も
の
を
す
べ
て
逝
ん
で
，
番
号
で
容
え
て
く
だ
さ
い
c

①
 
道
で
あ
っ
た
と
き
戸
を
か
け
た
り
，
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
す
る

@
 
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
，
注
意
し
た
り
，
叱
っ
た
り
し
て
い
る

窃
地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
し
て
い
る

③
言
葉
遣
い
や
態
度
が
悪
か
っ
た
ら
注
意
し
て
い
る

⑤
文
化
的
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
な
ど
を
し
て
い
る
。

毎
回
っ
て
い
る
と
き
や
悩
ん
で
い
る
と
き
に
相
談
に
乗
っ
て
い
る

⑦
 
子
ど
も
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
指
導
や
支
援
を
し
て
い
る

@
 
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い

-
質
問
紙
6
・

小
3
寸
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36
地
棋
社
会
に
つ
い
て
，
何
か
問
題
だ
と
思
う
点
は
あ
り
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
三
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て

く
だ
さ
い
内

①
 
隣
近
所

1~無
関
心
な
人
が
増
え
た

②
 
地
域
で
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
無
関
心
な
人
が
増
え
た

⑤
 
町
内
会
な
ど
の
活
動
が
少
な
く
な
っ
た

④
 
よ
そ
の
家
の
よ
子
ど
も
を
し
か
ら
な
く
な
っ
た

晶
子
ど
も
が
地
域
の
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

(~) 
地
域
で
子
ど
も
が
遊
ん
だ
り
，
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

岳
地
域
で
自
然
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

⑧
 
特
に
な
い

37 
現
在
の
腎
少
年
の
考
え
方
や
行
動
を
身
近
に
見
て
，
懐
れ
て
い
る
面
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
'
か
e
次
の
中
か
ら
三
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
号

⑤
 
情
報
機
器
な
ど
へ
の
対
応
が
早
い

②
 
自
由
に
の
び
の
び
と
絞
る
ま
え
る

φ
現
実
的
で
あ
る

事
個
性
や
組
自
性
を
大
切
に
し
て
い
る

⑤
 
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
言
え
る

⑤
 
国
際
感
覚
が
豊
か
で
あ
る

⑦
 
感
性
が
豊
か
で
あ
る

③
 
実
行
力
や
行
動
力
が
あ
る

@
 
社
交
性
や
協
調
性
が
あ
る

⑮
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
券
加
す
る

⑪
 
ね
ば
り
強
く
物
事
を
や
り
抜
く

⑫
 
思
い
や
り
に
富
む

@
 
特
に
な
い

3
8
 
ま
た
，
憂
患
す
べ
き
面
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も

の
を
三
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
 
自
己
中
心
的
な
考
え
や
行
動
が
多
い
②
 
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

③
他
人
を
思
い
や
る
心
が
乏
し
い

窃
社
会
的
・
公
共
的
な
こ
と
へ
の
関
心
が
低
い

⑤
 
自
分
の
感
情
や
欲
望
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い

⑤
ぜ
い
た
く
を
好
み
，
も
の
を
大
切
に
し
な
い
窃
精
神
的
な
た
く
ま
し
さ
が
乏
し
い

(密
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
認
織
が
薄
い

@
 
主
体
性
が
な
く
，
友
だ
ち
な
ど
周
囲
の
考
え
に
安
易
に
同
調
す
る

@J 
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
避
け
，
自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る

@
 
将
来
に
対
す
る
生
き
が
L
、
や
目
標
が
な
い

⑫
 
意
歓
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
乏
し
く
，
投
げ
や
り
な
態
度
で
あ
る

@
 
忍
耐
力
が
な
い
，
我
慢
が
で
き
な
い
岱
自
分
の
気
持
ち
を
他
人
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い

⑮
 
特
に
な
い

39 
あ
な
た
は
，
21
世
紀
を
に
な
う
脊
少
年
が
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
特
に
大

切
と
思
う
も
の
を
三
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
会

①
 
礼
儀
正
し
さ
②
 
自
立
性

③
 
自
制
心
@) 
賀
任
感

⑤
 
正
義
感

@
忍
耐
力

⑦
創
意
工
夫
⑤
寛
容
さ
岳
協
調
a性
⑬
積
極
性

⑫
競
争
心
窃
好
奇
心
喧
j
信
仰
心
部
思
い
や
り
窃
公
共
性

⑮
人
権
意
識
@
指
導
力
骨
公
正
さ
鶴
間
際
感
覚
@
向
上
心

-
質
問
紙
7
・

21
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
22
心
身
の
憶
康
23
決
断
力
24
勤
勉
さ
25
わ
か
ら
な
い

4
0
 
青
少
年
の
望
ま
し
い
成
長
・
発
還
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
実
と
思
い
ま
す
か
。
汰

の
中
か
ら
三
つ
ま
で
選
び
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
地
域
で
の
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
②
 
地
域
に
お
け
る
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

号
発
達
段
階
に
応
じ
た
性
教
育

⑤
 
青
少
年
に
有
容
な
図
書
類
の
規
制
@
 
薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
関
わ
る
啓
発
活
動
の
推
進

⑦
家
庭
で
の
し
つ
け
や
教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
啓
発

⑤
 
学
校
で
の
道
徳
教
育
の
充
実

⑪
 
背
少
年
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
の
充
実

⑮
 
青
少
年
の
相
互
交
流
・
闘
関
交
流
の
促
進

⑪
 
非
行
少
年
の
楠
益
事
・
保
護
の
充
実
⑫
 
わ
か
ら
な
い

情
報
機
器
(
携
帯
電
話
，
パ
ソ
コ
ン
等
)
.
 t育
報
サ
ー
ビ
ス
(
イ
ン
タ
}
ネ
ッ
ト
等
)
は
，
日
常
生
活
の
中
に
も
急

速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
と
学
校
に
お
い
て
も
コ
ン
ピ
ュ
}
タ
ー
の
活
用
を
必
修
と
す
る
こ
と
が
決
ま
る
な
ど
，

今
後
青
少
年
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
情
報
機
器
，
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
容

え
て
く
だ
さ
い
。

41 
情
報
機
器
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・
使
用
に
よ
り
青
少
年
に
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次

の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
二
つ
ま
で
選
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
 
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
容
易
に
得
ら
れ
，
視
野
が
広
が
る

②
 
交
際
や
行
動
範
囲
が
拡
大
す
る

③
 
手
軽
に
サ
}
ピ
ス
が
利
用
で
き
，
生
活
が
使
利
に
な
る

④
 
新
し
い
若
者
文
イ
じ
が
生
ま
れ
る

⑤
 
国
を
越
え
た
コ
ミ
~
.
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
国
際
理
解
が
深
ま
る
⑤
 
特
に
な
い

⑦
 
わ
か
ら
な
い

42
情
報
機
器
・
情
報
サ
ー
ピ
ス
の
普
及
・
使
用
に
よ
り
脅
少
年
lこ
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
こ
つ
ま
で
i謹
ん
で
，
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
e

①
情
報
が
多
す
ぎ
て
混
乱
す
る

@
 
人
と
直
接
ふ
れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
り
，
対
面
で
の
ロ
ミ
ュ
ニ
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
下
手
に
な
る

を
)
有
害
な
情
報
が
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
，
非
行
が
増
え
る

④
 
悪
用
さ
れ
た
り
誤
っ
て
使
わ
れ
た
り
し
て
被
害
を
受
け
る

⑤
 
ち
ょ
っ
と
し
た
情
報
を
持
る
に
も
お
金
が
か
か
る

邸
機
械
に
~
l
J
~
.
、
人
が
取
り
残
さ
れ
る

⑦
 
特
に
な
い

③
 
わ
か
ら
な
い
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